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土
砂
災
害
防
止
の
た
め
の

現
地
調
査
に
ご
協
力
を

安
足
土
木
事
務
所
・
☎
㊶
４
１
１
９

　

県
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
持

つ
委
託
業
者
が
、
住
宅
な
ど
の
敷
地

内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

調
査
期
間　

10
月
末
ま
で

調
査
区
域　

市
内
全
域

委
託
業
者
・
連
絡
先

▽
国
土
防
災
技
術
㈱

＝
☎
０
２
８
・
６
３
８
・
５
２
７
７

免
除
し
ま
す

開
発
許
可
な
ど
の
手
数
料

都
市
計
画
課
・
☎
⑳
２
１
６
８

対
象　

台
風
第
19
号
で
り
災
証
明
書

補
助
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費

ク
リ
ー
ン
推
進
課
・
☎
⑳
２
１
４
２

補
助
対
象　

同
設
備
を
個
人
の
専
用

住
宅
に
設
置
す
る
方

※
消
費
電
力
が
低
減
さ
れ
て
い
る
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
、
市
が

指
定
し
た
浄
化
槽
が
対
象
で
す
。

※
未
着
工
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
請　

ま
ず
は
、
同
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

※
１
国
庫
補
助
対
象
…
公
共
下
水
道
、

　

農
業
集
落
排
水
の
計
画
区
域
を
除

　

い
た
区
域
で
要
件
を
満
た
す
場
合

※
２
市
単
独
補
助
対
象
…
公
共
下
水

　

道
の
計
画
区
域
で
、
そ
の
供
用
が

　

年
度
内
に
始
ま
ら
な
い
区
域
で
要

　

件
を
満
た
す
場
合

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の

自
主
交
流
団
体
に
奨
励
金

市
民
生
活
課
・
☎
⑳
２
１
５
４

　

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
を
訪
問
し
、

現
地
市
民
と
教
育
、
芸
術
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
産
業
な
ど
で
交
流
事
業
を

行
う
団
体
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
鎌
倉
市（
姉
妹
都
市
）

対
象　

市
内
に
在
住
か
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
方
の
参
加（
小
学
生
以
上
）

が
10
人
以
上
あ
り
、
鎌
倉
市
の
団
体

と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴

う
訪
問
で
あ
る
こ
と

奨
励
金
額　

１
人
１
５
０
０
円

※
１
団
体
に
つ
き
年
１
回
ま
で
。
予

算
額
を
超
え
た
場
合
は
交
付
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
中
国
山
東
省
済
寧
市（
友
好
都
市
）

▼
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ
ン
グ　

フ
ィ
ー
ル
ド
市（
姉
妹
都
市
）

対
象　

市
内
で
の
活
動
実
績
が
１
年

以
上
あ
る
団
体
で
訪
問
人
員
が
５
人

以
上
お
り
、
当
該
都
市
で
の
交
流
の

た
め
の
滞
在
が
１
泊
以
上
の
自
主
的

な
計
画
が
あ
る
団
体

奨
励
金
額（
１
団
体
あ
た
り
）

▽
済
寧
市
＝
20
万
円
以
内

▽
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
市

　

＝
40
万
円
以
内

募
集
団
数　

各
都
市
１
団
体

※
同
一
都
市
、
同
一
団
体
に
つ
き
１

度
限
り
で
す
。

申
込　

鎌
倉
市
は
出
発
の
２
カ
月
前

か
ら
２
週
間
前
ま
で
に
、
海
外
都
市

は
出
発
の
２
カ
月
前
ま
で
に
必
要
書

類
を
同
課（
本
庁
舎
１
階
）

※
申
請
書
は
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
随
時
受
付

契
約
検
査
課
・
☎
⑳
２
１
１
９

対
象　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
、

物
品
購
入
、
業
務
委
託
な
ど
の
入
札

参
加
を
希
望
す
る
方

申
込　

必
要
書
類
を
〒
３
２
６
―

８
６
０
１
足
利
市
役
所
契
約
検
査
課

あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参（
本
庁
舎
４
階
）

※
詳
し
く
は
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ＪＡ足利営農振興課・☎㉒４４３３
▶４月２１日㈫～２３日㈭
　毛野、富田、久野、筑波、矢場川、
　御厨、梁田、三和
▶５月７日㈭・８日㈮
　毛野、名草、富田、久野、筑波、
　矢場川、御厨、梁田
※いずれも午前５時～正午。

※国庫補助の対象で、専用住宅を建
て替えず既設の単独処理浄化槽を撤
去し合併処理浄化槽を設置する場合、
別途最大90,000円の撤去費、最大
200,000円の宅内配管工事費を補助。

人槽
区分

  国庫補助
  対象※１

  市単独補助
  対象※２

５人 332,000円 110,000円

７人 414,000円 138,000円

１０人 548,000円 182,000円

補助金額

無人ヘリコプターによる
農薬散布を行います
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 

　 

祉

募 

　 

集

子  

育  

て

健 

　 

康

働 

　 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 

　 

設

相 

　 

談

9

を
発
行
さ
れ
た
方

免
除
す
る
期
間　

令
和
３
年
10
月
11

日
㈪
ま
で

申
請
方
法　

免
除
申
請
書
、
り
災
証

明
書
を
持
っ
て
同
課（
本
庁
舎
５
階
）

※
免
除
申
請
書
は
、
同
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

銃
器
に
よ
る
カ
ワ
ウ
の
駆
除

渡
良
瀬
漁
業
協
同
組
合

☎
91

２
３
６
１

　

増
え
す
ぎ
た
カ

ワ
ウ
に
よ
る
食
害

を
防
ぐ
た
め
、
銃

器
に
よ
る
駆
除
を

行
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

７
月
14
日
㈫
ま
で
／
日

の
出
か
ら
正
午
ま
で
を
予
定

実
施
場
所

▽
渡
良
瀬
川
＝
桐
生
川
合
流
点
か
ら

　

高
橋
大
橋
ま
で

※
蓮
岱
寺
川
水
門
か
ら
足
利
自
動
車

　

教
習
所
前
を
除
く
。

▽
桐
生
川
＝
大
前
葉
鹿
用
水
堰
か
ら

　

渡
良
瀬
川
合
流
点
ま
で

▽
旗
川
＝
高
田
橋
か
ら
渡
良
瀬
川
合

　

流
点
ま
で

開
発
行
為
の
許
可
に
係
る

技
術
基
準
の
緩
和

都
市
計
画
課
・
☎
⑳
２
１
６
８

　
『
足
利
市
開
発
行
為
の
許
可
に
係

る
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例
』を

制
定
し
、
同
基
準
を
緩
和
し
ま
し
た
。

内
容　

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
開
発

区
域
で
あ
れ
ば
公
園
な
ど
の
設
置
義

務
を
免
除

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

交
通
安
全
協
会
・
☎
㊷
１
１
２
０

内
容　

左
表
の
と
お
り

表彰の種類 免許取得期間
４０年表彰 昭和55年3月31日以前

３０年表彰 平成元年4月1日
～平成2年3月31日

２０年表彰 平成11年4月1日
～12年3月31日

１５年表彰 平成16年4月1日
～17年3月31日

１０年表彰 平成21年4月1日
～22年3月31日

  ５年表彰 平成26年4月1日
～27年3月31日

申
込　

４
月
20
日
㈪
以
降
に
申
請
し

た
運
転
記
録
証
明
書（
５
年
間
）、
運

転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
６
月
５
日
㈮

ま
で
に
地
元
の
交
通
安
全
協
会
支
部

長
か
担
当
者
へ
提
出

68

▲名草で藍染め体験をした高校生たちと

『足利の藍染』を現代の暮らしに
栃木県伝統工芸士   風

か ざ

間
ま

幸
こ う

造
ぞ う

 さん

　「藍染めは日本人の心の原点」と話すのは、
天然の藍染めを行う風間さん。昨年１１月、高
度な伝統技術の保持者として栃木県伝統工芸
士に認定されました。
　祖父の代から続く着物の型染め業を若い頃
から手伝ってきた風間さん。３３歳の時、家業
をやめることになったのを機に市内の藍染め
工房で働くことに。家業では化学染料を使っ
ていましたが、天然染料を使う藍染めに魅力
を感じたそうです。そこで一から技法を学び、
2011年に自身の工房『藍

あい

絽
ろ

座
ざ

』を開きました。

でアトピーが改善した例もあるそうです。
　天然藍染めの魅力は「素材すべてが自然の
ものであること」。身近なものとして使って、
良さを実感してほしいと始めた藍染め講習会
には、外国人観光客も多く参加しています。
天然の素材であれば何でも染まり、なかには
金色の髪を藍色に染めた方もいるそうです。
　1000年以上前から日本人の生活の中にあっ
た藍染め。「庶民のために工芸品があり、日常
的に使われてきた。それが日本の工芸品のす
ごいところ」と風間さん。脈々と受け継がれて
きた日本文化を足利の地から発信しています。

　 手 が け る の は、
藍の葉を発酵させ
た『すくも』で作る
染め液を使い、微
生物の力を借りて
染める天然藍染め。

天然藍には殺菌作用
があり、江戸時代の
野良着には虫よけに
藍染めが使われ、近
年では藍染めの肌着


